
１ 大阪市障がい者等基礎調査について

令和８年度に実施する「大阪市障がい者支援計画」の中間見直し、「第８期大阪市障がい福祉計画・第４期

障がい児福祉計画」の策定に向け、市内の障がいのある人等の生活実態やニーズ等の把握を行うもの。

令和７年度大阪市障がい者等基礎調査について
資料２－１

【抽出方法】 無作為抽出 （一部除く）

３ 調査票の配付と回収方法

２ 調査対象者の抽出

【調査数】 前回調査の回収率を踏まえ、統計上有効となるよう設定

＊対象者の居住地が偏ることのないよう配慮し、各区の実情に応じた取組にも反映できるよう留意する

「精神科病院入院者基礎調査」については、協力病院の負担等を勘案しつつ、一定の信頼性を得られる調査数を確

保し、協力病院ごとに設定した必要数のなかで対象者を無作為抽出する手法により実施

※事前説明のうえ協力病院へ調査票を郵送。

調査票 対象者 配付方法
令和７年度（案） 令和４年度実績

回収方法 回収方法 回収率

障がい者（児）基礎調査（本人用）
身体障がい者手帳・療育手帳・精神障がい者
保健福祉手帳交付者及び自立支援医療
（精神通院）受給者（無作為抽出）

郵送 郵送＋システム 郵送＋システム 37.1%

障がい者（児）基礎調査（家族用）

身体障がい者手帳・療育手帳・精神障がい者
保健福祉手帳交付者及び自立支援医療
（精神通院）受給者（無作為抽出）のご
家族の方

郵送
(本人用に同

封)
郵送＋システム 郵送＋システム 29.1%

障がい福祉サービス等事業者調査
障がい福祉サービス等事業者（移動支援事
業所、地域活動支援センターを含む。）

メール配布 システム システム 49.0%

大阪市発達障がい者支援センター（エルム
おおさか）・発達障がい児専門療育機関利
用者アンケート

大阪市発達障がい者支援センター（エルムお
おさか）・発達障がい児専門療育機関を利用
した者のうち住所氏名の把握等が可能な方

郵送 郵送＋システム 郵送＋システム 45.7%

障がい者（児）基礎調査（施設入所者
用）

施設入所前の住所が大阪市内であり、施設
入所されている方

郵送 郵送 郵送 58.8%

障がい者（児）基礎調査（入所施設管
理者用）

施設入所前の住所が大阪市内であった方が
入所している施設の管理者の方

郵送
(施設入所者
用に同封)

郵送 郵送 61.7%

特定医療費（指定難病）助成事業対象
者基礎調査

特定医療費（指定難病）受給者（無作為
抽出）

郵送 郵送＋システム 郵送＋システム 54.3%

小児慢性特定疾病医療支援事業対象者
基礎調査

小児慢性特定疾病医療受給者（無作為抽
出）

郵送 郵送＋システム 郵送＋システム 49.8%

医療的ケア児基礎調査
医療型短期入所の利用者、小児慢性特定疾
病医療支援事業対象者のうち、医療的ケアを
受けている児童

郵送 郵送＋システム 郵送＋システム 51.3%

精神科病院入院者基礎調査
大阪府内の精神科病院において、入院前の
住所が大阪市内であり、入院中の18歳以上
の方

郵送 ※ 郵送
令和７年度調査より実施
予定のため実績なし

「市町村障害者計画策定指針」（内閣府）

   計画策定過程において、アンケート調査、ヒアリング、・・・等を適宜実施し、・・・地域の障害者、住民の意見を広く聴取するよう配慮すること。

障害者総合支援法及び児童福祉法

市町村は、・・・障害者（児）等の心身の状況、・・・その他の事情を正確に把握した上で、・・・障害福祉計画を作成するよう努めるものとする。

システム：本市の行政オンラインシステム



令和７年度 大阪市障がい者等基礎調査 精神科病院入院者を対象とした調査について 

 

1. 調査対象 

大阪府内の精神科病院において、入院前の住所が大阪市内であり、調査時点で入院中の

18 歳以上の方 

 

2. 調査実施方法 

（１） アンケート送付数…180 人 

（２） 目標回収見込み数…100 人 

（３） 対象病院数…15 病院 

  【考え方】 

 初めての取り組みであり、病院への説明を丁寧に行うため、病院数を絞る 

 調査の精度を高めるには、病院スタッフによる記載支援が必要なため、調査依頼数

を絞る 

 調査結果において一定の信頼性を確保するために 100 人分の回収をめざす 

 100 人分の調査票を回収するため、大精協役員病院である 13 病院に 10 人分の調査

を依頼する 

 公的医療機関として一定の役割を果たしていただくために２病院を追加依頼する 

 100 人分の回収を確保するため、ワーキング会議メンバーの３病院※には 20 人分を

依頼する 

 

 

調査対象病院及び依頼数 

 対象病院 依頼数   

大
阪
精
神
科
病
院
協
会 

ねや川サナトリウム 10 人   

浜寺病院 10 人   

七山病院 10 人   

さわ病院 20 人 ※  

茨木病院 10 人   

榎坂病院 20 人 ※  

大阪さやま病院 10 人   

新阿武山病院 10 人   

新生会病院 10 人   

京阪病院 10 人   

丹比荘病院 10 人   

金岡中央病院 10 人   

久米田病院 10 人   

公的病院 
大阪精神医療センター 20 人 ※  

大阪市立総合医療センター 10 人   

計 180 人   

 

参考 

参考資料 
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